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（１） OBD検査システムのメール認証方式への移行

第６回OBD検査モニタリング会合（R8.3.9）

● OBD検査システムのメール認証への移行とスケジュールについて

・ 現在のOBD検査システムへログインするための認証方式は「ID/パスワード+クライアント証明書」であるが、
令和９年（2027年）２月（予定）から「ID/パスワード+メール認証」へ移行します。（クライアント証明書を廃止）

対象となるシステムは、以下のとおりです。
・特定DTC照会アプリ ・利用者管理システム
・OBD検査結果参照システム ・審査用技術情報登録システム

・ 認証方式の移行にあたっては、システム利用者様の準備や周知が必要なため、段階的に進めていきます。
ステップ１：クライアント証明（現行）の認証方式
ステップ２：メール認証方式（スキップ可）を追加して並行稼働
ステップ３：メール認証方式の本格運用

令和８年８月に対応予定
（令和９年２月に本格運用開始予定）
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・ 各システムのログイン画面でID/パスワードを認証した後、「認証コード」を入力する画面が表示します。
登録されているメールアドレスに送信された「認証コード」を入力することで本人確認が行われ、各システムを
利用することができます。（参考１）

・ メール認証で使用するメールアドレスは、「利用者管理システム」で登録されたメールアドレスを使用します。
現在、特定DTC照会アプリ利用者のメールアドレス登録は任意となっているが、メール認証方式への移行に
伴い、次回システム改修よりメールアドレスの登録を必須化します。（参考２）

・ 並行稼働期間中（2026年8月～2027年2月）は、「認証コード」の入力をスキップできる機能を設けます。

（参考１）特定DTC照会アプリ【Android】のメール認証画面 （参考２）特定DTC照会アプリ利用者登録画面

メール認証への移行に伴い、メール
アドレスの登録を必須化します。

並行稼働期間中は、
メール認証をスキップ
できる機能を設けます。



3

第６回OBD検査モニタリング会合（R8.3.9）

（２） 車両情報入力における誤入力防止

● 「燃料の種類」の誤入力防止機能の追加について

・ 特定DTC照会アプリにおいて車両情報を手入力する際、「燃料の種類」の入力内容に誤りが想定される場合、
確認用ポップアップ画面を表示して誤入力を防止する改修を行います。

特定DTC照会アプリ【Windows】イメージ 特定DTC照会アプリ【Android】イメージ

（３） 特定DTC照会アプリ【Android】の差分対応

● EV車のOBD検査/確認時の通信時間改善について

・ 令和7年11月にリリースした特定DTC照会アプリ【Android】において、EV車のOBD検査/確認時に通信時間を
要する場合があるため、性能改善を図る改修を行います。
なお、特定DTC照会アプリ【Windows】については、令和７年８月のシステム改修により対応済みです。

令和８年８月に対応予定

令和８年８月に対応予定


